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月刊あじぇんだは当フォーラムの活動紹介を中心とした
京都発、環境関係の情報発信紙です

京のアジェンダ21フォーラム総会にご参加ください（ご欠席の場合、必ず委任状をお送りください）

６月15日（金） 2007（平成19）年度総会・第三回幹事会 ＆ 会員交流会「サロンｄｅエコ」

・場所：　ぱ･る･るプラザKYOTO　７階 スタジオ１

・時間：【総会】18:00～19:00【会員交流会】19:15～20:30　　 詳しくは裏面をご覧ください。

　４月27日（金）15時～17時、京都市役所寺町
第2会議室において、2007（平成19）年度第１
回幹事会・第１回常任幹事会合同会議が開催さ

れ、昨年度の活動を振り返るとともに、長期展望について意見
交換しました。

●2006（平成18）年度の活動をていねいに振り返る
　まず、2006年度の活動について、脱温暖化行動キャンペーン、
フォーラム改革プランの実行、重点プロジェクトをはじめとし
たＷＧの各プロジェクト等全般にわたって報告があり、各々の
成果と課題について確認されました。

●長期的展望をテーマに意見交換
　次いで、京都市における脱温暖化社会の構築に関する長期的
な展望をテーマに意見交換しました。
　京都市から、この４月の市の機構改革（地球温暖化対策課が
室に改組され、環境局から総合企画局に移行。前月号記事参
照）を機に、2010年までの４年間に温室効果ガス排出削減の取
組を進めるとともに、長期展望について、京都市として、2020
年あるいは2030年を目指して、枠にとらわれずフランクに議論
しまとめていきたいという考えが紹介されました。COP3から10
周年となる今年度は、市の事業として、京都の未来を展望する
長期展望の事業と、シンポジウムを実施し、長期展望について
は、大胆なビジョンと精緻なシナリオづくりに向け、今年度か
らスタートさせたいと考えていることが述べられました。
　内藤代表は、長期展望においては、現在、－10％でも目処が
立っていないところで、これから大幅に削減していこうという
話になるので、「社会全体として覚悟を決めて根本的にやり方
を変えます」という絵を描くことになると、図１に基づいて述
べました。

　個人のライフスタイルの変革（例えばマイカーを使わない生
活）を実現するためには社会インフラの変革（高水準の公共交

通サービスの整備）が必要であること、インフラの変革のため
には制度の制約を打破（事業許認可や税制面の規制緩和など。
「特区」制度の適用もその一つ）する必要があり、せめてこの
レベルから脱温暖化社会の構築に取り組む必要があることを説
明しました。

　さらに内藤代表は、図２に基づいてフォーラムの果たすべき
重要な役割を示しました。

　素晴らしい政策を立案するだけでなく、その政策の実現に向
けて行動をおこす主体が必要ですが、それこそがフォーラムの
役割であり、ある意味、原点に戻って活動を推進してくことが
期待されていると述べました。

　幹事からは、長期ビジョンにおいて、2050年に－60％程度の
削減を目標とするならば、数値を提示するだけではなく、社会
的な仕組みを変える戦略・戦術について、人々にとって分かり
やすいものをつくれるかが問われているという指摘や、また、
フォーラムは京都を持続可能なまちにするための組織であって
小さなイベントをやる団体ではないという発言がありました。
そして、パートナーシップで、京都市に「今、ここで困ってい
る」といったことを率直に言っていただいて、京都の持つ、フ
ォーラムなど他の地域にはない環境主体の層の厚さを生かし、
それが一丸となって動くかたちを実現したいものという考えが
共有されました。
　京都には京都ならではの強みがある一方、大きな都市で動き
をつくる難しさもあり、それを乗り越えるには、先日、都心の
自動車流入に料金を付加する政策を打ち出して世界から注目さ
れたニューヨーク市のように、思い切った政策・施策の打ち出
しも要るといった意見も出されました。京都で大きな動きをつ
くることを目指し、総会や次回の幹事会でも議論の機会を持っ
ていきたいということが確認され、閉会しました。
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事務所　〒612-0031 京都市伏見区
深草池ノ内町13

　京エコロジーセンター2F
活動支援室内

　　　　 TEL：075-647-3535  FAX：075-647-3536
　　　　 E-mail：ma21f@mbox.kyoto-inet.or.jp

事務局　〒604-8101 京都市中京区柳馬場通
御池下ル柳八幡町65

京都朝日ビル4F
京都市総合企画局地球温暖化対策室内

TEL：075-211-9281　FAX：075-211-9286

祇園放生会 　六月三日 
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事務局短信　１か月間のドイツでの研修を終え、５月末に無事に帰国しました。私がいない間、事務作業等にご協力い
ただいた事務局スタッフ、ＷＧの皆さま、ありがとうございました。受け入れ先のロータリークラブやホストファミリー
の方々が大変フレンドリーで親切にしてくださり、生涯の思い出となりました。ドイツのやり方が全て良くて、見習える
ことばかりというわけではありませんが、ドイツの人々の自然保護、環境保護、動物保護への意識はとても高く、私もド
イツに移住したくなりました。また報告させていただきます。よろしくお願いいたします。（小山直美）／小山さんが無
事ドイツから帰ってきてくれました。「快適すぎてこのまま帰りたくないと思ったくらい」とのこと。思いとどまっても
らえてよかったです。（竹村光代）／今月の事務局通信は総会準備の関係で２ページでお届けします。さて、いよいよ暑
い季節がやってきます。正直、暑いのは苦手ですが、総会で議決承認される2007年度事業計画に基づき、事務局の仕事を
頑張って進めたいと思います。（長谷川吉典）
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2007（平成19）年度総会のお知らせ

　当フォーラムの2007（平成
19）年度総会を、右記の通り
開催します。
　当フォーラムでは最近、Ｋ
ＥＳを取得された事業者の方

が団体会員として入会され、会員数も増加す
るとともに、京都市外に広がりを見せていま
す。そこで、今回の総会は交通アクセスを考
え会場を京都駅前としました。
　総会には、会員の皆さまはどなたでもご出
席できます。まだ当フォーラムの様々な活動
や催し等に参加されたことのない方も、どう
ぞお気軽にご出席ください。なお、出欠票を
会員の皆さまに送付させていただきましたの
で、ご返信をよろしくお願いいたします。

　また、総会終了後には、恒例の会員交流会
「サロンｄｅエコ」を開催します。総会会場
で引き続いて行いますので、会員同士やＷＧ
間の交流の場として、また当フォーラムの幹
事に会員の声を届ける場として積極的なご参
加をお待ちしています。なお、交流会は立食
形式で、お料理等はＫＥＳを取得している
「京都センチュリーホテル」のご協力により
提供いたします。

■2007（平成19）年度総会
・日程 6月15日（金）
・受付開始　17:30～
・時間 18:00～19:00
・場所 ぱ･る･るプラザKYOTO 
　　　　７階 スタジオ１
　　　　京都市下京区東洞院通七条下ル
　　　　塩小路町676-13JR京都駅前   
　TEL: 075-352-7444
　http://www.mielparque.or.jp/kyt/
　kyt01.html
・主な議題（予定）
　１．平成18年度事業報告と
　　　決算報告について
　２．平成19年度事業計画と
　　　予算について
　３．役員改選について

■会員交流会「サロンｄｅエコ」
・時間 19:15～20:30
・場所 ぱ･る･るプラザKYOTO 
　　　　７階 スタジオ１
・会費 5000円（立食形式）
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2007（平成19）年度会費納入のお知らせ　事務局

　事務局より会員の皆さまに、2007（平成19）
年度の会費の納入をお願い申し上げます。会費
は１口あたり年間1000円で、個人会員の方は１
口以上、団体会員の方は２口以上で入会時にお
申込をいただいています。会費の納入には、右
記の郵便振替または銀行振込をご利用ください。

　なお、会員の皆さまには、会費納入のお願いとあわせて、郵
便振替での納入に便利な振替用紙を別途送付させていただきま
すのでどうぞご利用ください。

○郵便振替口座
　００９６０－７－１４３５０８
　京のアジェンダ21フォーラム
○銀行振込口座
　三菱東京ＵＦＪ銀行京都支店　普通５４６８３８３
　京のアジェンダ21フォーラム
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次号より新連載　小山直美のドイツ環境レポート（仮題）
　４月下旬から５月中旬まで１ヶ月間のドイツ滞在で見たこと、感じたことを毎号掲載！　ご期待ください。

自然動物園のブラウンベア
ドイツでは既に絶滅

並ぶゴミ箱
徹底した分別

カフェテラス
使い捨ての食器はない

コンクリートの水路から
復元された自然


